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研究成果の概要（和文）： 児童が生活する部屋について、内装仕上げに吸音材を使用していない場合、残響時間が0.6
秒を超え、会話の明瞭性や喧噪感が懸念される。また、落ち着いた環境が必要な行為には、休息、食事、昼寝、食後の
からだ休め、帰りの会（話を聞く）、個別指導（話す・聞く）、着替え等がある。児童の生活に安定や落ち着きをもた
らすために、おやつの時間や帰りの会では、小規模集団による保育が行われる。読書や工作等の行為についても専用の
小空間が形成されている。
 以上より、室内音環境の整備と落ち着ける空間の確保に向けて、生活行為と音環境整備の双方から考案した小空間を
用いた改善策を示した。

研究成果の概要（英文）： In children’s rooms, the reverberation time is over 0.6 seconds in the absence 
of sound absorption material, and there are problems of speech intelligibility and hustle and bustle. 
Actions that will help create a calm environment are rest, lunch, nap, a break after lunch, the afternoon 
meeting (hearing), individualized coaching (hearing and talking), and changing of clothes.　Small groups 
can be made for snack-time and the afternoon meeting, leading to a stable and quiet environment. 
Furthermore, small spaces are provided exclusively for reading, arts, and crafts.
 Thus, for the purpose of maintaining a sound indoor environment which is calm as well, we have made 
plans that involve utilization of small places.

研究分野： 住居学

キーワード： 建築学　建築計画　建築音響　生活　音環境　放課後児童クラブ　学童保育　子ども
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
今日、少子化が進む一方で、女性の就業率

の向上や核家族化の進行、共働き家庭の増加
に伴い、留守家庭児童が放課後や学校休業日
をすごす放課後児童クラブの必要性が高ま
っている。保育所と同様に待機児童が大きな
問題となるとともに、定員超過による施設の
狭さ、過密化等から来る生活環境の悪化も懸
念されており、量的、質的な環境整備が緊急
の課題となっている。 
放課後児童クラブは、学習を中心とした学

校や、遊びの場である児童館とは違い、落ち
着いて休息をとったり、おやつを食べたり、
体の具合が悪ければ横になったりというよ
うな、家庭の生活に準じた毎日の生活の場と
してクラブ固有の役割がある。とくに開設時
間の延長により、児童が放課後児童クラブで
すごす時間は長くなる傾向にあり 1）、生活の
場であることを重視した環境や施設・設備が
求められる。 
筆者らは、申請時までの研究で、福岡県 KI

市の放課後児童クラブを対象に実施したア
ンケート調査から、放課後児童クラブでは、
声がうるさいことにより児童と指導員の会
話や指導員の電話応対などの音声コミュニ
ケーションに支障が出ていることを明らか
にした 2）。また KI 市のクラブを対象に行った
行動観察調査から、性格が異なるさまざまな
行為が同一空間内で混在している実態（たと
えば、落ち着きを必要とする行為と音を発す
る活動的な行為が混在している等）3）や、静
養室があるクラブにおいて静養室を児童の
気持ちを落ち着かせる場所として使用して
いる実態 4）を明らかにした。 
同様にクラブの室内のうるささについて

は、全国学童保育連絡協議会の調査が、児童
数の増加による大規模化の児童への影響と
して「児童のテンションが高くなる（大声に
なる）」「指導員も大声になる」ことを指摘し
ている 5）。 
また 2005 年に施行された発達障害支援法

には「市町村は、放課後児童健全育成事業に
ついて、発達障害児の利用の機会の確保を図
るため、適切な配慮をするものとする」と明
記されている。発達障害児は、目、耳などか
らの外部情報のコントロールが苦手である
ことが知られており、強いストレスを感じた
ときのパニックに対する具体的支援として、
身近な場所に本人の落ち着ける場所（カーム
ダウン・エリア）などを作っておくことが大
切とされている 6）。しかし、前述のアンケー
ト調査 2）では、児童が静養するスペースが十
分確保されていないことが明らかとなって
いる。 
以上より、放課後児童クラブでは、音環境

の整備や落ち着ける空間の確保が不十分で
あることから、「生活の場」として保障して
いくために、現状把握と改善の検討が必要で
あると考える。また、子どもがすごす施設の
音環境の実態を調査した研究としては、学校

7）や保育所 8）を対象とした研究があるが、生
活の場として多様な行為の共存を保障する
必要のある放課後児童クラブの空間の使い
方と音環境の実態を調査した研究は筆者ら
以外にはみられない。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、留守家庭児童の第二の

「生活の場」である放課後児童クラブを、落
ち着いて生活できるような場所とするため
に、音環境の観点から、その生活環境を向上
させることである。 
筆者らは、科研申請時までに KI 市のクラ

ブを対象としたケーススタディから、以下の
３点を明らかにしている。 

 
＜科研申請時までに明らかにした点＞ 
・児童が生活する部屋の 5 分間の等価騒音レ
ベルは、85dB を超える時間帯があった。体
調が悪い時に休養する静養スペースの騒音
レベルは、児童が生活する部屋の影響を受け
ている。 
・児童が生活する部屋では多様な行為が混在
している（例、落ち着きを必要とする行為と
音を発する活動の混在等）。 
・独立した静養室がある施設では、静養室を
多目的に使用し、児童の個別指導の場や児童
の気持ちを落ち着かせる場として活用して
いる。 
 
本研究では、この研究成果を発展させるた

め、次の３点を明らかにした上で、室内音環
境の整備と落ち着ける空間の確保に向けた
提案を行うことを目的とする。 

 
＜研究期間内の研究目的＞ 
・クラブで行われる多様な生活行為を支える
ために、遊びや学習以外に児童がクラブで行
う生活行為、特に休息、おやつ、帰りの会な
ど、落ち着きを必要とする生活行為の実態を
明らかにする。また、児童が生活する部屋の
内外にどのような空間（諸室の構成、生活動
線、備品等）が必要かを明らかにする。 
・児童が生活する部屋を中心とした音環境に
ついて、改善の検討や新築・改築時に有用と
なる建築音響性能を明らかする。 
・落ち着いて生活できる空間を検討するため
に、障害児が放課後を過ごす施設の環境整備
の実態を明らかにする。 
   
３．研究の方法 
（１）生活行為と空間の使い方調査 
 児童がクラブで行う生活行為、特に休息や
くつろぎ等、落ち着きを必要とする生活行為
と、指導員による環境づくりの実態を把握し、
これを基にクラブで行われる多様な生活行
為を支えるために何が必要であるかを明ら
かにするために、福岡県 KA 市の 12 の放課後
児童クラブを対象に以下の調査を実施した。 
①建築図面の収集 



KA 市健康福祉部子育て支援課から建築図
面を収集した（2013 年 9月）。 
②家具配置の記録 
室内の家具や敷物の寸法測定および写真

撮影を行った（2013 年 10 月～11 月）。 
③ヒアリング調査 
放課後児童クラブでの生活の流れや環境

づくりは、指導員の保育計画と関連が深いこ
とから、施設設計につながる指導員の保育計
画や要望を把握するため、主任指導員を対象
にヒアリング調査を行った（2013 年 10 月～
11 月）。 
ヒアリング調査の内容は、生活の流れ、空

間の使い方、小空間の有無、子どもが体調が
悪い時に使う場所、子どもにとってどのよう
なクラブであってほしいか、子どもたちがよ
りよく生活するためにどのような空間が必
要か、等である。また、おやつに関する補足
調査を電話で行った（2014 年 3月）。 
④生活行為と空間の使い方の観察・記録 
児童の来所人数が多く、来所時間が学年に

よって異なり、多様な行為が混在することが
予想される平日の放課後に訪問し、児童と指
導員の生活行為、空間の使い方を観察し、平
面図に記録した（2013 年 10 月～11 月）。 
 

（２）音環境の実態調査 
放課後児童クラブの開設場所は多岐にわ

たり、音環境の特徴は様々であると考えられ
る。多様な音環境の現状を把握するため、建
物構造の異なる3つのクラブ－KA市の小学校
敷地内にあるログハウス造のクラブとプレ
ハブ造のクラブ、福岡県 FU 市の 2 階建て木
造民家を利用したクラブを調査対象とし、以
下の調査を行った。なお、プレハブ造のクラ
ブは②③のみ実施した。 
①行動観察調査と 5 分間の等価騒音レベル
（LAeq,５min）の連続測定（2014 年 8月、10 月） 
②残響時間の測定（2014 年 9～11 月） 
③家具配置の記録（2014 年 8～11 月） 
④指導員対象のヒアリング調査（2014 年 11
～12 月） 
 ヒアリング調査の内容は、児童が嫌がる音、
児童が嫌がる音への指導員の対応、落ち着い
た環境づくり、パニックを起こした児童への
対応などである。 
 
（３）音環境に配慮した小空間形成による改
善案の提案 
多様な行為の混在を避けながら、音環境に

配慮した小空間を設置する改善案の提案に
向けて、以下の分析や測定を行った。 
①小空間の事例分析 
2013年にKA市の放課後児童クラブ12施設

で調査した資料から、指導員がつくった読書
コーナーや工作コーナーなどの小空間の形
態を分析した。 
②模擬小空間における残響時間の測定 
①の結果をもとに、実験室（福岡教育大学

の教室）内に棚やカーペット、吸音材等を用

いて模擬小空間を作り、室の残響時間を測定
した（2015 年 8月、10月）。 
③既存のクラブの改善案の提案 
様々な音や活動が混在しがちなワンルー

ムタイプの放課後児童クラブに、棚やカーペ
ット、吸音材等を用いた小空間を設置し、音
環境を改善する案を図面上で提案した。 
 

（４）特別支援学校放課後等支援事業施設の
調査 
障害児が落ち着いて生活できる空間を検

討するために、福岡市の特別支援学校放課後
等支援事業施設 7施設のうち、学校敷地内に
専用の施設があり、知的障害児を受け入れて
いる 4 施設を対象に、以下の調査を行った。 
①福岡市子ども発達課にて施設概要、図面等
の資料収集（2013 年 9月）。 
②家具配置の記録（2013 年 10～11 月） 
③指導員対象ヒアリング調査（2013 年 10 
月）－ヒアリング調査の内容は、1 日の定員、
在籍児童・生徒数、指導員数、受入障害種、
施設での過ごし方（一日の生活の流れ）、空
間の使い方、子どもの嫌いな音・パニック・
子ども同士のトラブルへの対応、空間・設備
に対する要望等である。 
 
４．研究成果 
（１）落ち着いた環境が必要な行為 
落ち着いた環境が必要な行為として、休息、

昼寝や食後のからだ休め、パニックを起こし
た児童を落ち着かせる、食事（喧騒感の回避）、
帰りの会（話を聞く）、個別指導（話す・聞
く）、着替え等がある。これらの行為は、日
常的に行われており、これらの行為を想定し
た平面構成が必要である。 
 

（２）小規模集団による保育と小空間の形成 
調査対象クラブでは、児童の生活に安定や

落ち着きをもたらすことを意図して、おやつ
の時間や帰りの会では、児童の集団－担当指
導員－活動空間を一致させた小規模集団に
よる保育が行われている（表１）。このよう
な保育方針を生かす平面構成の検討が必要
である。 
また、読書や工作等、特定の行為について

専用の小空間が形成されている。落ち着ける
環境を実現するために、行為に応じて静けさ
の確保や視覚的遮断の検討が必要である。 

表１帰りの会の集団規模と使用する空間、座り方 

座り方

A B C D E F

g 31 1 18

e 37 1

k 37 2 13 8

d 38 1 24

l 49 3 11 9 21

j 56 5 4・5 5・9 7

c 57 3 11 10 10

b 57 3 12 11 11

f 64 2 17 23

i 70 5 8・3 11 8 12

a 71 3 11 11 18

h 79 2 23 13

注）A:台所･トイレ　B,C,D：1階の部屋　E,F：2階の部屋

【タイプ2】
2グループが1室で帰
りの会を行う。各グ
ループが丸テーブル
を中心に座る。
グループ数が多くグ
ループ人数が少ない
場合に見られる。

【凡例】　　　□指導員　　△男子　　○女子
｜は体の向きを示す

クラ
ブ名

登録
児童
数

帰りの会
のグルー

プ数

帰りの会を行う部屋（網掛け）と
調査日の1グループの人数

【タイプ１】
長机やテーブルは使
用せずに、床座で小
さくまとまって座
る。
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（３）音環境の実態 
児童が生活する部屋は、騒音レベルが 80dB

を超える高レベルの騒音に暴露される時間
帯がある。 
また、部屋の残響時間は WHO の推奨値であ

る残響時間（約 0.6 秒）を超えると、会話の
明瞭性や喧噪感に影響する。ログハウス造の
床フローリングのルーム(BC)、畳敷のルーム
(D)、畳敷と床フローリングのルーム(EF)、
プレハブ造のワンルームタイプで床フロー
リングのルーム(P)の残響時間を、WHO の推奨
値と比較した場合、ルーム(P)は、残響時間
が長く 0.6 秒を上回り、声の聞き取りやすさ
や喧騒感の増大が懸念される（図 1）。ルーム
(P)の残響時間の長さは、部屋の天井、壁、
床などの内装仕上げ材に音を吸収する材料
を使用していないことが影響していると考
えられる。 

図 1 残響時間の比較  
 
（４）音環境に配慮した小空間設置による改
善案の提案 
 KA 市放課後児童クラブで、指導員が設けた
読書や工作のための小空間は、面積は 5～6
㎡程度で、形態は L字型、コの字型、I字型、
オープン型がある。 
この分析結果をもとに、残響時間を測定す

るための模擬小空間のパターンを 10 パター
ン設定した。このうちコの字型小空間 4パタ
ーンの条件を表 2に、残響時間の測定結果を
図 2に示す。吸音材を裏側に貼った棚の数が
多いコの字型④の残響時間は、500～4000Hz
の周波数で WHOの推奨値 0.6秒程度より短く、
全 10 パターンのうち最も短い。吸音材付の
棚を用いたコの字型小空間３つと事務スペ
ースを設置した改善例を図 3に示す。 
 
（５）障害児に配慮した空間・設備 
個室はパニックを起こした子どもを落ち

着かせるために使用されるが、プレイルーム
と近接している場合、声や音が聞こえるため、
プレイルームとの位置関係を考慮すること
や、遮音性を高めることが必要である。 
また、空間や設備には、障害児の安全確保

や特有の行動への配慮が求められる。学会発
表②に示したような指導員の経験や工夫を
施設計画に活かすことが必要である。 
 
 
 

表 2 模擬小空間の条件（コの字型パターン） 

 
図 2 残響時間測定結果と実験の様子（コの字型
パターン） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 音環境に配慮した小空間設置による改善案
の例 
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